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 Coherent-population-trapping(CPT)共鳴は３準位原子と２光波の量子干渉効果の１種であり、レーザ

ー光によりマイクロ波共振器等を用いずにアルカリ原子の時計遷移を検出できることから、小型原子

時計の動作原理となっている[1]。また小型原子時計においては確度、安定度に加え、屋外や移動体搭

載での使用が想定されることから、温度、振動、磁場など、周囲の影響によりその発振周波数が変化

しない耐環境性を備えることが望ましい。 

今回、我々は 133Cs原子およびバッファガスが封入されたガラスセルに対し、サイドバンド光を発生

させたレーザー光を照射し、CPT 共鳴の観測を行った。透過光量のサイドバンド周波数依存性を取得

することで、CPT 共鳴の周波数、線幅、共鳴強度を測定し、磁場およびレーザーの偏光依存性を評価

した[2]。 

Fig. 1にCPT共鳴周波数の磁場依存性を示す。 

図中の緑点は直線偏光(lin∥ lin)を用いた際の

CPT共鳴の一つであり、139 μT付近の磁場にお

いて、共鳴周波数が 1 μTの磁場変動に対し 0.04 

Hzしか変化しないことを示している。これは従

来の小型原子時計で用いられるCPT共鳴と比較

し、磁場に対する周波数変化が 50分の 1となり、

本条件でのCPT共鳴を動作原理とすることで環

境磁場に対して耐性のある小型原子時計が実現可

能なことを示唆している。 
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Fig. 1 Magnetic field dependence of resonance 

frequencies of CPT spectra 
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